	第３講

	タラッパン伝道戦略


真に神様が喜ばれる伝道戦略とは何でしょうか。
この時代の教会に合う聖書的な伝道方法は何でしょうか。
１．タラッパン運動
　個教会が戦略と祈りによる福音伝道のために、まず全ての信徒の考えが一致しなくてはいけない。
　タラッパンの定義を先に書いて見よう。
　「私たちが置かれているところに神様の目的と計画があることを信じて、伝道地域に入って行き、伝道活動を開くための聖書勉強活動」を指して言う。
タラッパン運動の主な特性を考察して見よう。
　まず最初に聖書的である。使17:2に「いつもしているように」と記録されている。パウロはどこに行っても自分の規則、すなわち自身の戦略に従ってユダヤ人の会堂に入って行き、三つの安息日にわたり聖書で論じ、キリストを教えたとある。これはどこに行っても聖書の勉強をしたと言う事である。
　二番目に変化が生じた。もし韓国にいる全信徒が自分のいる所でタラッパン聖書運動を開いたとするならば、驚くべき働きが起こるはずだ。
　三番目にタラッパン運動は、待っている教会ではなく、入って行く教会なのである。職場に、地域に、キャンパスに遣されて行く教会である。驚くべき力がある。
　四番目、伝道はとても容易だということである。福音によって招待するのも楽で、伝道をするのにこれよりも簡単な事はほかにない。
　五つ目にタラッパン聖書勉強は招待するにあたっての確かな根拠がある。聖書を勉強するという目的のために招待する。
　六つ目に、養育である。自然に伝道と養育がつながる。
　七つ目に散らされた群れが、行く所々でこの運動が連鎖的に起こる。
　八つ目にこれは使徒パウロの伝道戦略であり、他の弟子たちの伝道戦略でもあった。
　九つ目に弟子たちはこの方法を直接実践した。それは主がそのように成されたためである。
　十番目に教会史の中でローマの初期教会、迫害を受けた信徒たちが集まったカタコンベであった。
その場所はお墓であった。この場所で訓練と聖書勉強、弟子化運動が300年続けられ、それは大ローマ帝国を福音化するに至った。A.D330年頃、コンスタンティウスが宗教改革をし、キリスト教がローマの国教となる驚くべき改革が起きた。このように誕生したのがローマ教会である。
　十一番目に聖職者の腐敗と堕落、キリスト教の堕落が起こったのは中世時代から来たことである。

このときに失ったのが信徒であり、世界福音化である。18世紀頃オックスフォード大学の一角で起こったウエスレーの聖書勉強運動が、全イギリスを福音によって変化させた。これがウェールズ運動へとつながった。
　十二番目、アメリカの場合、ムーディを知らない人はいないことだろう。彼が青少年100名を訓練して、アメリカを強固な福音国家として作り上げた。

　十三番目、これから韓国でこのタラッパン運動を始めなくてはいけない。すでに始まっていて成功した教会がいくつかある。
　今私たちがこの方法を通してプサンを福音化し、韓国を福音化しなければいけない。伝道をするところでは妨害するものがある。サタンは伝道することを最も嫌い、これに対敵する。合理的であり最も合法的な妨害工作をしてくる。試みも多い。しかし決してサタンは私たちを倒すことは出来ない。
　このように伝道するもの、タラッパン運動をする者には、神様の驚くべき祝福の約束が聖書の至る所に記されている。

　２．タラッパン運動に先立って

　(1)基礎(基盤)をまず敷かなくてはいけない。まず信仰を持った者たちの力を積極的に集めなくてはいけない。まず信じる者たちと主の計画を共に見ることが出来る、基礎的な訓練が成されなければいけない。一旦力が集まった時に、その人たちを通してイエス･キリストを信じる者たちが集まるようになる。まず信じる者たちが集まり始めたら、多くの未信者たちの反対や嘲笑、または関心を持ち始めるようになる。これがこの集まりの役割の始まりである。
　(2)このように関心を持っている人を、一人ずつ招待し始めなければいけない。寂しい人、問題にぶつかっている人、そのような人たちを一人ずつ伝道し始めるならばタラッパンをする数が増え始めるようになる。時期が早いときには様々な問題が生まれる。それらのことが神様に祈る機会となり、祈るならば神様が伝道の門を広く開いてくださる。
　(3)具体的な方法を考えてみよう。

　まず始めにタラッパン運動のKeyは聖書勉強だ。(イエスのいのち、イエスの力)地域礼拝の形式に必要以上に縛られてはいけない。生きておられる神様が共にいて、いのちを変えるみことばを勉強するような集まりは、口から口へと自然にうわさが流れ、多くの人が集まるようになる。
　二番目に新しいいのちの喜びを分かち合うことである。あかしと告白を通した分かち合い(sharing)は、集まりに活力を増し加える。
　タラッパン運動には問題がついてくる。まず始めに、聖書の勉強をして、機会を見ながらあかしや特別集会などを取り入れ、変化させることが必要となる。
　３．リーダーの資格

　リーダーの資格は二つある。

　はじめに①責任を持つことが出来る者②時間を作ること③場所を準備することが出来ることである。

次に牧者としての資質を持っていなければいけない。それは犠牲心、相手の必要を満たそうとする強い意思がなければいけない。個人伝道が出来て、聖霊の導きを受けながら成長し続けている者である。
　リーダーが注意しなければいけない二つの事がある。

　一つ目は、失望する場面に直面することである。神様がその働きを成し遂げられて行く過程で失望する問題にぶつかる可能性がある。これらを乗り越えるときに多くの力を得るようになる。

　二つ目に、もしかしたら自分の弟子を作ったり、個人的に親密な関係になったり、優越感などに捕らえられる可能性もある。
　とても多くの働きに時間が必要となるために、重要でないことに時間を奪われることは避けるべきだ。可能であれば重要なことをいくつか整理して、そこに取り組むべきだ。そして専門化しなければいけない。専門性が足りない場合には失敗もありうる。不要なことは排除して、優先順位を決めた後に始めてこそ成功するようになる。
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